
令和４年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案第８号

秋田県教育委員会



議案第８号

秋田県いじめ問題対策審議会委員の任命について

秋田県いじめ防止対策推進条例（平成２８年秋田県条例第５４号）第２４条第２項の

規定に基づき、秋田県いじめ問題対策審議会の委員を次のとおり任命する。

No. 氏 名 分 野 任 期

１ 嵯 峨 宏 法 律 令和４年４月１日～令和６年３月31日

２ 三 島 和 夫 医 療 令和４年４月１日～令和６年３月31日

３ 綾 部 直 子 心 理 令和４年４月１日～令和６年３月31日

４ 齋 藤 透 教 育 令和４年４月１日～令和６年３月31日

令和４年３月２４日提出

秋田県教育委員会教育長 安田 浩幸

理 由

秋田県いじめ問題対策審議会の委員の任期が令和４年３月３１日をもって満了するた

め、その後任について県教育委員会の承認を得る必要がある。これが、この議案を提出す

る理由である。
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秋田県いじめ問題対策審議会委員名簿
（任期：令和４年４月１日から令和６年３月３１日まで）

（令和４年３月３１日現在）

※個人情報保護のため非公開

議案第８号 参考資料
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秋田県いじめ問題対策審議会委員任命候補者略歴

※個人情報保護のため非公開

議案第８号 参考資料
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令和４年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案第９号

秋田県教育委員会



議
案
第
九
号

秋
田
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
舎
監
）

（
舎
監
）

第
十
六
条

校
長
は
、
寄
宿
舎
に
は
舎
監
を
置
き
、
舎
監
は
教
諭
、
養
護
教

第
十
六
条

校
長
は
、
寄
宿
舎
に
は
舎
監
を
置
き
、
舎
監
は
教
諭

諭
、
講
師
（
常
勤
の
者
に
限
る
。
）
又
は
実
習
助
手
を
も
つ
て
充
て
る
も
の

を
も
つ
て
充
て
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

２

略

２

略

（
事
務
長
等
）

（
事
務
長
等
）

第
二
十
条

略

第
二
十
条

略

２

略

２

略

３

学
校
に
、
第
一
項
に
規
定
す
る
職
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
表
の
上

３

学
校
に
、
第
一
項
に
規
定
す
る
職
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
職
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と

欄
に
掲
げ
る
職
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と

お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

番
号

上

欄

下

欄

番
号

上

欄

下

欄

略

略

八

略

略

八

略

略

九

船

長

上
司
の
命
を
受
け
て
船
舶
に
関
す
る
業
務
を
掌
理

す
る
。

十

機

関

長

上
司
の
命
を
受
け
て
船
舶
の
機
関
に
関
す
る
業
務

を
掌
理
す
る
。

十
一

略

略

九

略

略

十
二

略

略

十

略

略

４

第
一
項
の
事
務
長
及
び
前
項
の
表
の
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る

４

第
一
項
の
事
務
長
及
び
前
項
の
表
の
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
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職
は
事
務
職
員
を
、
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
職
は
そ
の
他
職

職
は
事
務
職
員
を
、
第
六
号
か
ら
第
十
号

ま
で
に
掲
げ
る
職
は
そ
の
他
職

員
を
も
つ
て
充
て
る
。

員
を
も
つ
て
充
て
る
。

様
式
第
３
号

教
育
課
程
等
年
間
計
画
書

（第
４
条
関
係

）

様
式
第
３
号

教
育
課
程
等
年
間
計
画
書

（第
４
条
関
係

）

略
略

別
紙

別
紙

１
年
度
教
育
課
程
表

１
年
度
教
育
課
程
表

略
略

様
式
第
１
１
号

時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
命
令

（実
績

）簿
（第

２
６
条
の

様
式
第
１
１
号

時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
命
令

（実
績

）簿

（第
２
６
条
の

２
関
係

）

２
関
係

）

時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
命
令

（実
績

）簿
時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
命
令

（実
績

）簿

略
略

校
長

等
の

確
認

略
略

略
略

略
校

長
等

の
印

略
略

略
略

略

略
略

様
式
第
１
６
号

欠
勤
届

（第
３
２
条
関
係

）

様
式
第
１
６
号

欠
勤
届

（第
３
２
条
関
係

）

欠
勤

届

（

年

）

欠
勤

届

（

年

）

略
略

略 略 教
科
科
目

学
年
等

単 標

位
数 準

年 1

年 2

年 3

年 4 年
度

年 1

年 2

年 3

年 4 年
度

年 1

年 2

年 3

年 4 年
度 科

年 1

年 2

年 3

年 4 年 類

度 型

計
計

計
計

学
校
名

課
程
名

学
科
名

（
総
合
的
な
探
究
の
時
間
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間

入
　
　
学
　
　
年
　
　
度

略 略 教
科
科
目

学
年
等

単 標

位
数 準

年 1

年 2

年 3

年 4 年
度

年 1

年 2

年 3

年 4 年
度

年 1

年 2

年 3

年 4 年
度 科

年 1

年 2

年 3

年 4 年 類

度 型

計
計

計
計

学
校
名

課
程
名

学
科
名

入
　
　
学
　
　
年
　
　
度

総
合
的
な
探
究
の
時
間
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校
長

等
の

確
認

略
略

略
略

校
長

等
の

印
略

略
略

略

略
略

様
式
第
１
８
号
の
２

復
命
管
理
簿

（第
３
５
条
関
係

）

様
式
第
１
８
号
の
２

復
命
管
理
簿

（第
３
５
条
関
係

）

復
命

管
理

簿
復

命
管

理
簿

略
略

校
長

等
の

確
認

略
略

略
略

略
校

長
等

の
印

略
略

略
略

略

略
略

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

県
立
高
等
学
校
の
管
理
運
営
の
改
善
等
を
図
る
た
め
、
寄
宿
舎
の
舎
監
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
職
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
海
事
職
に
関
す
る
規
定
の
整

備
を
行
う
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立高等学校管理規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

県立高等学校の管理運営の改善等を図るため、寄宿舎の舎監に充てることがで

きる職の範囲を拡大するとともに、海事職に関する規定の整備を行う等の必要が

ある。

２ 改正内容

⑴ 教育課程等年間計画書の別紙中の「総合的な学習の時間（総合的な探究の時

間）」を「総合的な探究の時間」に改めることとする。（第４条関係）

⑵ 舎監に充てることができる職に、養護教諭、講師（常勤の者に限る。）及び

実習助手を加えることとする。（第１６条関係）

⑶ 船長及び機関長の職及び職務を定めることとする。（第２０条関係）

⑷ 校長等の押印を必要とする様式を改めることとする。（第２６条の２、第３

２条及び第３５条関係）

３ 施行期日

この規則は、令和４年４月１日から施行することとする。
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令和４年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案第１０号

秋田県教育委員会



議
案
第
十
号

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
（
平
成
元
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
入
学
手
続
）

（
入
学
手
続
）

第
十
一
条

入
学
（
編
入
学
、
再
入
学
及
び
転
入
学
を
含
む
。
）
を
許
可
さ
れ

第
十
一
条

入
学
（
編
入
学
、
再
入
学
及
び
転
入
学
を
含
む
。
）
を
許
可
さ
れ

た
者
は
、
三
十
日
以
内
に
、
保
護
者
（
未
成
年
の
生
徒
に
つ
い
て
は
学
校
教

た
者
は
、
三
十
日
以
内
に
、
保
護
者

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
保
護

者
、
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
そ
の
者
の
就
学
に
要
す
る
経
費
を
負

担
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
連
署
し
た
誓
約
書
（
様
式
第
四
号
）

が
連
署
し
た
誓
約
書
（
様
式
第
四
号
）

及
び
住
民
票
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

及
び
住
民
票
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出

す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立高等学校学則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

民法の一部を改正する法律（平成三十年法律第五十九号）の施行に伴い、所要

の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

保護者について、条文中に定義規定を定めることとする。（第１１条関係）

３ 施行期日

この規則は、令和４年４月１日から施行することとする。
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令和４年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案第１１号

秋田県教育委員会



議
案
第
十
一
号

秋
田
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
六
十
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
入
学
の
手
続
）

（
入
学
の
手
続
）

第
十
一
条

高
等
部
又
は
同
部
専
攻
科
に
入
学
（
編
入
学
、
再
入
学
及
び
転
入

第
十
一
条

高
等
部
又
は
同
部
専
攻
科
に
入
学
（
編
入
学
、
再
入
学
及
び
転
入

学
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
校
長
の
定
め

学
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
校
長
の
定
め

る
期
日
ま
で
に
、
保
護
者
（
未
成
年
の
生
徒
に
つ
い
て
は
学
校
教
育
法
（
昭

る
期
日
ま
で
に
、
保
護
者

和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
、
成
年
に

達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
そ
の
者
の
就
学
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
る
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
連
署
し
た
誓
約
書
（
様
式
第
八
号
）
に
そ
の
者
の

が
連
署
し
た
誓
約
書
（
様
式
第
八
号
）
に
そ
の
者
の

住
民
票
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
民
票
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出

す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立特別支援学校学則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

民法の一部を改正する法律（平成三十年法律第五十九号）の施行に伴い、所要

の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

保護者について、条文中に定義規定を定めることとする。（第１１条関係）

３ 施行期日

この規則は、令和４年４月１日から施行することとする。
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令和４年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案第１２号

秋田県教育委員会



議案第１２号

秋田県指定文化財の指定等について

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第４条第１項の規定により、次

の有形文化財を秋田県指定有形文化財（絵画）に指定する。

名称 員数 所在地 所有者

平福穂庵筆緑蔭清談 １幅 横手市赤坂字富ヶ沢62番地46 秋田県

秋田県立近代美術館

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第４条第１項の規定により、次

の有形文化財を秋田県指定有形文化財（書跡・典籍）に指定する。

名称 員数 所在地 所有者

吉川五明稿本類並びに関 22点附 秋田市山王新町14番31号 秋田県

係資料（秋田県所蔵） ３点 秋田県立図書館

秋田市山王新町14番31号

秋田県公文書館

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第４条第１項の規定により、次

の表の左欄に掲げる有形文化財の名称を改めて同表右欄に掲げるとおりとする。

左 欄 右 欄

名 称 指定年月日 所在地 所有者 新名称

五明文庫（吉 令和３年 秋田市千秋明徳町４番 個人 五明文庫（吉川

川五明稿本類 ３月12日 ４号 五明稿本類並び

並びに関係資 秋田市立中央図書館明 に関係資料、吉

料） 徳館 川家伝来）

令和４年３月24日提出

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

第96回秋田県文化財保護審議会において、「平福穂庵筆緑蔭清談」「吉川五明稿本類並

びに関係資料（秋田県所蔵）」の計２件を秋田県指定文化財に指定すること、及び「五明

文庫（吉川五明稿本類並びに関係資料）」１件の名称変更が適当であることの答申があっ

た。この指定等については、秋田県教育委員会の議決を得る必要がある。これがこの議

案を提出する理由である。
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平福穂庵筆緑蔭清談
ひらふくすいあんひつりょくいんせいだん

１ 種 別 有形文化財（絵画）

２ 名称及び員数 平福穂庵筆緑蔭清談 １幅

３ 所 在 地 横手市赤坂字富ヶ沢62番地46 秋田県立近代美術館

４ 所 有 者 秋田県

５ 制 作 年 明治19年(1886)

６ 材質・形状 紙本墨画淡彩、軸装

７ 寸 法 縦150.0㎝、横79.2㎝

８ 説 明

本作品は、幕末から明治にかけて生き、中央画壇で活躍した本県出身の画家、平福穂庵

の晩期の代表作である。

平福穂庵（通称順造、名は芸）は、弘化元年(1844)に仙北郡角館町の商家に生まれた。
う ん

父の影響で幼少時より地元の絵師・武村文海に師事して円山四条派の画法を学んだ。12歳
た け む らぶんかい

で久保田城下に学び、絵画技術と漢学の素養を得る。画号は初め文池と号したが、16歳で
ぶん ち

京都に絵画修行のため遊学しており、その道中で自ら穂庵と改号している。慶応２年(186

6)、22歳で京都より帰郷した後、明治５年(1872)から北海道にたびたび渡り、アイヌの生

活を写生するなどして絵画表現の模索を続けた。明治15年(1882)の第一回内国絵画共進会

にて、実物写生によって描いた「乞食図」が褒状を受賞し、中央画壇で初めて評価された。

明治19年(1886)に東京に進出し、宮内省に納める画帖の揮毫者に選ばれたほか、美術雑誌
き ご う

『絵画叢誌』の編集、掲載用古画の縮写業務にあたるなどして活躍した。明治22年(1889)
かい が そ う し

に体調不良のため帰郷するも、角館にて制作した最晩年の代表作「乳虎」が、明治23年

(1890)の第三回内国勧業博覧会で妙技二等賞を受賞。同年12月に46歳で没した。「乳虎」

は平成17年３月に秋田県指定有形文化財に指定されている。

穂庵は、円山四条派の画法を基礎に写生を重視し、文人画等他派の作品にも描法や構図

を学んだほか、幕末から明治初期にかけての洋画の描法などにも関心を寄せていた。伝統

的な筆法を踏まえながら、墨と筆を駆使して光や空間の表現に挑戦した本作品は、その研

究成果を示している。文人たちが俗世を離れ大樹の木陰で悠々と茶を煎じながら清談する

光景が描かれており、光を含むような樹木の描写は、洋画的な陽光表現を感じさせる。画

面中央に樹間と清流を配置する構図や、奥に見える霞んだ景色を薄墨で描写する表現は、

西洋の遠近法にも通じる。緑蔭から風が吹き抜けるような大気を感じさせる空間や、自然

の瑞々しさを見事に表出した臨場感豊かな作品となっている。

明治前期、急速な欧化政策により日本画家たちが方向性を模索していた時代に、穂庵は

伝統的画風を十分に生かした上で新味を加える描写により、いち早く近代日本画の発展を

予感させる作風を示した。本作品は、同時代の南画的山水表現に西洋的写実性を取り入れ

て新機軸を打ち出した先駆的な作品であり、穂庵晩期の代表作である。

参考文献

『平福穂庵画集』 大日本絵画 昭和58年(1983)7月5日

加藤昭作 『評伝 平福百穂』 短歌新聞社 平成14年(2002)10月20日

太田和夫 「平福穂庵の作品 検証－変革の時代に生きた地方画家－(補遺)」『秋田県立博物館研究報

告第35号』 平成22年(2010)3月16日

秋田県立近代美術館 『没後一三○年 平福穂庵展 図録』 令和元年(2019)11月16日
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平福穂庵筆 緑蔭清談（秋田県立近代美術館所蔵）
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吉川五明稿本類並びに関係資料（秋田県所蔵）
きっかわ ご めいこうほんるいなら かんけい し りよう あき た けんしょぞう

１ 種 別 有形文化財（書跡・典籍）

２ 名称及び員数 吉川五明稿本類並びに関係資料（秋田県所蔵） 22点附３点

３ 所 在 地 秋田市山王新町14番31号 秋田県立図書館（21点附３点）

秋田市山王新町14番31号 秋田県公文書館（１点）

４ 所 有 者 秋田県

５ 時 代 江戸時代中期～後期

６ 材質・寸法等 別紙のとおり

７ 説 明

吉川五明稿本類並びに関係資料は、江戸時代中期から後期の秋田の俳人吉川五明の自筆

俳書等のうち、秋田県立図書館及び秋田県公文書館が所蔵する資料群である。

享保16年(1731)に那波三郎右衛門祐祥の五男として久保田城下茶町菊之丁に生まれた五
な ば さ ぶ ろ う え も ん

明（幼名伊五郎、のち正九郎、宗七郎兄之、祐之、隠居後に了阿）は、茶町菊之丁の吉
い ご ろう しよう く ろう そうしちろうしげゆき りよう あ きっ

川惣右衛門吉品の養子となり、のちに吉品の長女律と結婚して分家した。養父死後、義弟
かわ そ う え も ん りつ

を後見して家業の隆盛を支え、享和３年(1803)73歳で没した。

少年期より滑稽味や言葉遊びをもっぱらにする談林風の句作をしたが、やがてそのよう

な句作に疑問を抱き独学で芭蕉の俳諧を研究した。宝暦12年(1762)俳号を五明と改めた
ば しよう

ころを境に、自然観照を基本とし叙情や感傷をたたえた句風に転換し、芭蕉回帰を目指し

た。明和５年(1768)『四季の友』で全国に先駆けて蕉風復古の宣言を行い、与謝蕪村、加
し き とも よ さ ぶ そん か

藤暁台ら諸国俳人と幅広く交流しながら中興俳諧運動の一翼を担って、句作を深めた。
とうきようたい

五明の自筆俳書等の多くはまとまって吉川家に伝わり、昭和54年10月と昭和60年３月に

「五明文庫」として秋田市指定有形文化財となった後、平成３年に秋田市立中央図書館明

徳館に寄託され、令和３年３月には秋田県指定有形文化財に指定されている。しかし、行

方のわからない著作があることも知られており、近代になって、石井露月とともに秋田俳
いし い ろ げつ

壇の中心的存在であった安藤和風や、五明の俳統を継ぐ升屋柳雨などが散逸した資料の
あんどう わ ふう ます や りゅう う

捜索に努め、収集、復元された資料の多くが秋田県立秋田図書館（現秋田県立図書館）に

寄贈された。このほか、郷土史家東山太三郎などが収集した資料が、同図書館に寄贈さ
ひがしやま た さぶろう

れている。

現在、秋田県立図書館と秋田県公文書館に所蔵されているこれらの資料のうち、五明と

その弟子の時代に成立したと考えられる五明編著または門人編著の典籍、自筆掛軸及び五

明遺品は、「五明文庫」を補って五明研究の資料として価値が高い。亡妻の追悼句集『 暁
あかつき

の霜』、芭蕉と蕉門の句を五明自ら抜粋した『こほれ穂』、芭蕉とその高弟の句を評した俳
しも ほ

論『蓼に螢』、『蛍光小夜話』などの稿本や写本、『絵扇』など生前の板本、自筆掛軸、工藤
たで ほたる けいこう さ よ ばなし え おうぎ く どう

野松による五明秀句集『小夜庵五明発句集』等からなる本資料群は、蕉風復古とその深
さ よ あん ご めいほっ く しゅう

化を図った五明の後半生の俳諧の軌跡をたどることのできる貴重なものである。

参考文献

藤原弘 編 『秋田俳書体系 吉川五明集上』 秋田俳文学の会 昭和49年(1974)11月30日
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藤原弘 編 『秋田俳書体系 吉川五明集下』 秋田俳文学の会 昭和51年(1976)11月30日

足達矩水・井上隆明・今井凄雨・高橋友鳳子・藤原弘・丸山一彦 『秋田俳諧史』 秋田俳文学の会

昭和44年(1969)３月１日

『暁の霜』（秋田県立図書館蔵）

『発句画賛「夕小雨」』（秋田県立図書館蔵）
ほっ く が さん ゆう こ さめ
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秋田県指定文化財の名称変更について

１ 種 別 有形文化財（書跡・典籍）

２ 名称及び員数 五明文庫（吉川五明稿本類並びに関係資料） 232点附44点

３ 新名称及び員数 五明文庫（吉川五明稿本類並びに関係資料、吉川家伝来）

232点附44点

４ 指 定 年 月 日 令和３年３月１２日

５ 所 在 地 秋田市千秋明徳町４番４号 秋田市立中央図書館明徳館

６ 所 有 者 個人

７ 説 明

吉川五明は、江戸時代中期に久保田城下で活躍した俳人である。吉川家に代々伝わる自

筆俳書などの資料は、「五明文庫」として昭和54年に秋田市指定有形文化財に指定されて

おり、令和３年３月に「五明文庫（吉川五明稿本類並びに関係資料）」として秋田県指定

有形文化財に指定された。

今回、秋田県立図書館及び秋田県公文書館で所蔵する資料を「吉川五明稿本類並びに関

係資料（秋田県所蔵）」として秋田県指定文化財に指定するにあたり、秋田県文化財保護

審議会において、本件について資料の性格を明示した名称にすべきとの指摘があったため、

名称を変更するものである。
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令和４年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

報告第３号

秋田県教育委員会



報告第３号

教育庁等職員の任免についての専決処分報告

教育庁等職員の任免について、秋田県教育委員会の事務委任及び臨時代理等に関

する規則（昭和３１年秋田県教育委員会規則第１０号）第４条第１項の規定により

専決処分を行ったので、同条第２項の規定に基づき、教育委員会に報告し、その承

認を求める。

令和４年３月２４日提出

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

理 由

教育庁等職員の任免については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和３１年法律第１６２号）第２１条の規定において教育委員会の議決事項とされて

いるところであるが、教育委員会を開催するいとまがないと認められたことから、

秋田県教育委員会の事務委任及び臨時代理等に関する規則第４条第１項の規定によ

り専決処分を行ったので、同条第２項の規定に基づき、教育委員会に報告し、承認

を求めるものである。
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専 決 処 分 書

秋田県教育委員会の事務委任及び臨時代理等に関する規則（昭和３１年秋田県教

育委員会規則第１０号）第４条第１項の規定により、教育庁等職員の任免について

専決処分を行う。

令和４年３月１８日

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

教育庁等職員について、次のとおり発令する。

（令和４年３月３１日付け）

現在職 氏名

教育次長 石川 定人

秋田県知事の事務部局へ出向を命ずる

現在職 氏名

生涯学習課長 橋本 裕巳

人事委員会事務局へ出向を命ずる

（令和４年４月１日付け）

新任職 現在職 氏名

教育次長 農林水産部次長 伊藤 真人

（頭書）を命ずる
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